
防除 コンフューザーV 0

合　計 合　計

7 9

普及指導センター名：北筑前 確認者氏名：牧原湧也

防除 スミチオン乳剤 1下

防除 プレオフロアブル 17 9 中

防除 ダイアジノンSLゾル 17 9 中

防除 セイビアーフロアブル20 1

7 9 上

7 9 上

防除 ゲッター水和剤 27 8 下

防除 ノーモルト乳剤 17 8 下

防除 サンリット水和剤 17 8 下

防除 デランフロアブル 17 8 下

防除 アグリメック 17 8 中

防除 アミスター20フロアブル 17 8 上

防除 キノンドーフロアブル 17 8 上

防除 コテツフロアブル 17 7 下

防除 シグナムWDG 27 7 中

防除 アントラコール顆粒水和剤 17 7 中

置肥施用
花むすめ(IB化成S1号)

ON/TN 0%
4 0.407 7 上

切り離し7 7 上

育苗期

資　材　名
節減対象
農薬の
成分回数年 月 旬 年 月 日

(kg/10a) (kg/10a)

(

２　資材の使用計画・実績

計画 実績

作業名
または

使用目的

堆肥・肥料 雑草・病害虫防除

資　材　名

施用量
化学肥料
由来の
窒素量

□
その他　※具体的に記述すること

□
その他　※具体的に記述すること

　

)

☑

たい肥の利用

□

緑肥の利用

□

耕種的防除

)地力の素 )(

(
化学農薬
代替技術

※用いる
技術に☑

☑

生物的防除

□

)

(ナチュラルぼかし ) (花むすめ )

 □ 周年栽培
 □ 多年生・永年性作物

作型  □ 周年栽培

) (
コロマイト水和剤、スピノ
エース顆粒水和剤

物理的防除

☑

天然物質由来農薬の利用

(

☑ 施設栽培

化学肥料
代替技術

※用いる
技術に☑

☑

有機質肥料の利用

☑

緩効性肥料の利用

(
コンフューザーV,
デルフィン顆粒水
和剤

)

 ☑ 購入種子・苗
 □ 自家採種
 □ 種子消毒あり
 □ 周年栽培
 □ 多年生・永年性作物

（実績） （実績） （実績）

　　　　年　　月　　日 　　　　年　　月　　日 年　　月　　日　～　　年　　月　　日

さちのか

播種

（計画）

定植

（計画）

収穫
期間

（計画）

  　   　年　　月　　旬 令和7年9月中旬 令和7年12月上旬　～　令和8年4月下旬

別添１

　　令和７年度　ふくおかエコ農産物栽培　計画・実績書

１　栽培概要

認証番号 0440171 栽培管理者 典略　浩一 品目名 いちご 品種名



別添１　２枚目

普及指導センター名：北筑前 確認者氏名：牧原湧也

8 4 下 防除 マッチ乳剤 1

ベネビアOD 1

合　計 0.40 合　計 31

防除

グレーシア乳剤 1

8 4 下

防除

モスピラン顆粒水溶剤 1

8 4 下

8 4 中

スピノエース顆粒水和剤 0防除

防除

防除 フルピカフロアブル

ダニオーテフロアブル 1

8 3 下 1

8

8 2 下

4 上

防除 カスケード乳剤 1

防除

2 中

プレバソンフロアブル5 17 12 下

8

収穫

防除

7年12月上旬～
8年4月下旬

防除 パンチョＴＦ顆粒水和剤 27 11 下

防除 ラリー水和剤 17 11 中

防除 サンヨール 17 11 上

防除 コロマイト水和剤 07 10 下

防除 カスケード乳剤 17 10 下

7 10 中 防除 デルフィン顆粒水和剤 0

7 10 上 防除 アファーム乳剤 1

7 10 上 防除 ストロビーフロアブル 1

7 10 上 防除 デルフィン顆粒水和剤 0

定植7 9 中

元肥施用 ナチュラルぼかし 500 07 5 下

堆肥施用 地力の素 80 07 5 下

本田

節減対象
農薬の
成分回数年 月 旬 年 月 日

(kg/10a) (kg/10a)

計画 実績

作業名
または

使用目的

堆肥・肥料 雑草・病害虫防除

資　材　名

施用量
化学肥料
由来の
窒素量 資　材　名


